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夏
だ
　
祭
り
だ
　
み
ん
な
で
踊
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
の
夏
が
や
っ
て
く
る

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.733
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各
地
域
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
夏
祭
り
の
日
程
や
場
所
な
ど
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
家
族
や
友
人
な

ど
を
誘
っ
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
会
場
へ
は
徒
歩
、
自
転
車
な
ど
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
1

市民意見公募

試験日程　9月22日㈰
試験場所　佐倉市立佐倉中学校
採用予定職種・年齢要件・資格要件・人数　下表のとおり
※試験案内・申込書は市総務課、市ホームページにあります。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、7月30日㈫から8月16日㈮（消印
有効）までに郵送か直接市総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験（初級など）

採用予定職種 年　齢　要　件 資　格　要　件 人　数

一般行政
（初級）

平成4年4月2日か
ら平成8年4月1日
までに生まれた人

― 3人程度

保健師
昭和53年4月2日
以降に生まれた人

保健師の資格を有する人
（平成25年度中の取得見
込み者を含む）

2人程度

※別枠で、身体障がい者手帳（1級から6級まで）を所持し、一般行政（初
級）を希望する人を募集します。

白井市役所

　市では、平成26年4月1日から県より権限移譲を受け、都市計画
法に基づく開発許可などに関する事務を行うこと（事務処理市）に
なります。
　それに伴い、「白井市都市計画法に基づく市街化調整区域内の立
地基準に関する条例」（素案）、「白井市都市計画法に基づく開発行
為の許可の基準に関する条例」（素案）がまとまりましたので、市
民意見公募（パブリックコメント）を次のとおり行います。
期間　7月29日㈪～ 8月12日㈪　午前8時30分～午後5時15分
閲覧場所　都市計画課、情報公開コーナー、図書館、各センター
市ホームページでも閲覧できます。
※いただいた意見のとりまとめ結果および意見に対する市の対応
は、市ホームページなどで公表しますが、各意見に対する個別の
回答は行いません。
対象　市内に在住・在勤・在学の人、市内に事業所を有する法人
や団体、市内に土地を有する人
■申・■問　意見の提出は、所定の用紙（都市計画課・市ホームペー
ジにあります）に必要事項と意見を記入の上、8月12日㈪（当日消
印有効）までに、郵便、ファクス、Ｅメール、図書館および各センター
備え付けの回収箱に投函か直接都市計画課宅地指導準備室　☎内
線3201・N（491）3510・{toshi-keikaku@city.shiroi.chiba.jpへ

　市では、平成26年4月1日付け
で採用する一般行政（初級）な
どの職員の採用試験を、平成25
年度印旛郡市職員採用共同試験
により実施します。

みなさんの意見をお寄せください
白井市開発許可に関する条例（素案）

　
地
域
住
民
の
心
の
触
れ
合
い
と
連
携
を
深
め
る
夏
祭
り
は
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成 25年
（2013 年）

夏　　祭　　り　　情　　報
日　程 名　　　称 場所（開始時間） 問 い 合 わ せ 雨 天 対 応

7月

20日㈯

桜苑弐番街夏祭り納
涼大会

桜苑弐番街団地中庭
（14：30）

管理事務所
☎（491）6028 雨天決行

西白井ふれあい夏祭
り

富塚公園前市所有地
（15：00）

田中
☎（497）1229 少雨決行

27日㈯

大松自治会夏祭り盆
踊り大会

大松児童公園
（16：00）

小布施
☎（491）1094

28日㈰に延期
両日雨天の場合
は中止

七次台三丁目自治会・
野口自治会共催夏祭
り

野口台児童公園
（17：00）

平澤
☎（497）0243

七次台三丁目自
治会東集会所

27日㈯
・

28日㈰
栄区夏祭り盆踊り大
会

冨士栄八幡神社開拓
広場
（18：30）

中村
☎（401）6030

27日㈯雨天の場
合は28日㈰のみ
両日雨天の場合
は29日㈪

8月

 2日㈮
白井工業団地自治会
納涼盆踊り大会（東日
本大震災チャリティー）

公民センター駐車場
（18：00）

遠藤
☎（491）1792 公民センター内

 3日㈯

七次台自治会地域親
睦納涼大会

七次台児童公園
（17：00）

渡邊
☎（491）9702 七次台会館

冨士地区合同夏祭り 冨士中学校予定地
（18：00）

阿部
☎（444）7194 4日㈰に延期

清水口地区夏祭り納
涼大会

七次第一公園芝生広
場
（17：00）

辰井
☎（491）2834

西白井複合セン
ター

3日㈯
・

 4日㈰
白井駅前地区合同夏
祭り

白井駅前南側広場
（16：00）

桑原
☎（492）1923

3日㈯雨天の場合
は4日㈰のみ
両日雨天の場合
は中止

10日㈯ 大山口・西白井地区
合同夏まつり

大山口小学校校庭
（14：00）

大山口住宅管
理組合事務所
☎（491）9743

大山口小学校
体育館

24日㈯ 白井夏祭り納涼盆踊
り大会

白井第一小学校校庭
（17：00）

文化課
☎（492）1123 25日㈰に延期



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

地区名 氏名
神々廻 谷嶋義通
白井自治会 秋本清
下長殿自治会 髙橋金二郎
上長殿 武藤雅一
法目 大菅一男
富ヶ谷 山崎すみ子
富ヶ沢 武藤勝美
復四町会 菅井靖弘
丸山自治会 佐久間義喜
白井木戸 浅海尚人
白井木戸自治会 山内明
七次 宇賀嘉彦
千草自治会 秋元精子
中木戸 風間喜一
百合ケ丘自治会 今村功
大松自治会 村上幸男
冨士南園区自治会 堀井雅俊

栄

菊池輝雄
富沢賢司
佐古恭一
熊野末廣
湯浅茂
植木菊丸

冨士自治会 丸武雄

冨士東自治会
正木保
梅木博幸

冨士西自治会
矢代雅之
山下順一

地区名 氏名

西白井2丁目自治会
上原俊一
田中和八

プラザ西白井1番街団地管理
組合 橋本祐司

ライフブロード西白井自治会 大山田裕治
エクセレントタウン自治会 近藤和之
七次台自治会 杉山昌之
七次台3丁目自治会 西村直幸
七次台4丁目自治会 山口一郎
野口自治会 石田敏彦
笹塚3丁目自治会 髙橋謙三
南山一丁目自治会 長谷川理
南山第一住宅管理組合 川竹脩
グリーン南山自治会 本山修

アーバンエクセル白井自治会
笠立艶子
加藤智子

パークハイツ南山団地自治会 戸頃寛
南山二丁目自治会 山本恵一
南山三丁目自治会 斉藤秀治
堀込第1自治会 日置賢治
堀込第二住宅管理組合 在原六夫
堀込第3住宅自治会 池島司
堀込第四住宅自治会 門田泰隆
堀込第5団地 三好孝義
中銀白井マンシオン自治会 島田雅夫
白井池の上管理組合自治会 日下順彦
池の上１丁目南自治会 早川惠美子
ガーデンハウス白井町会 稲村智成

防犯指導員（敬称略）

防犯指導員を委嘱しました
　防犯指導員は、市民の安心・安全を守るために防犯パトロールや啓発活動、防犯施設の点検および地
域の皆さんからの意見・要望を警察や関係機関に伝達するなどの活動をボランティアで行っています。
　今年度委嘱した105人の防犯指導員の皆さんは、下表のとおりです。
■問　市民安全課交通防犯班　内線3321・2、印西警察署生活安全課　☎0476（42）0110

「
印
西
都
市
計
画
地
区

計
画
」
を
変
更
し
ま
す

　
白
井
市
と
印
西
市
で
構
成
し
て
い

る
「
印
西
都
市
計
画
地
区
計
画
」
を

変
更
す
る
に
あ
た
り
、
地
区
計
画
の

変
更
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◆
地
区
計
画
変
更
原
案
の
名
称

●
桜
台
西
地
区
地
区
計
画

●
桜
台
業
務
・
公
益
的
施
設
地
区
地

区
計
画

縦
覧
日
時
　
16
日
㈫
〜
29
日
㈪
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課
、
桜
台
セ

ン
タ
ー

※
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
や
法
人
、

ま
た
は
利
害
関
係
者
で
変
更
原
案
に

意
見
の
あ
る
人
は
、
8
月
5
日
㈪
ま

で
に
意
見
・
住
所
・
氏
名
を
任
意
様

式
に
記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接
都
市

計
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（「
あ
て
先
」
は
白
井
市
長
）

問
　
都
市
計
画
課
計
画
整
備
班
　
内

線
3
2
3
6
・
7

都
市
公
園
の
日
常
管
理

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
現
在
市
内
に
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ

の
協
力
に
よ
り
、
き
れ
い
に
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
都
市
公
園
が
24
カ
所

あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
公
園
内
の
ご
み
拾
い
や

で
き
る
範
囲
で
の
草
取
り
な
ど
、
都

市
公
園
の
管
理
に
協
力
す
る
こ
と
が

で
き
る
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
条
件
　
3
名
以
上
で
活
動
し
、

都
合
の
付
く
日
で
月
2
回
以
上
の
活

動
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ

※
公
園
の
広
さ
に
よ
り
年
額
2
〜
12

万
円
の
委
託
料
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

◆
既
に
市
民
グ
ル
ー
プ
で
管
理
し
て

い
る
公
園

　
七
次
台
2
丁
目
緑
地
、
野
口
台
児

童
公
園
、
七
次
台
児
童
公
園
、
け
や

き
台
公
園
、
二
軒
茶
屋
公
園
、
白
井

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
、
池
の

上
第
2
児
童
公
園
、
一
本
桜
公
園
、

三
本
松
公
園
、
栄
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
、

冨
士
西
子
供
の
遊
び
場
、
堀
込
第
2

児
童
公
園
、
池
の
上
第
1
児
童
公
園
、

居
向
児
童
公
園
、
北
ノ
下
児
童
公
園
、

離
山
児
童
公
園
、
清
水
口
児
童
公
園
、

軽
井
沢
公
園
、
八
幡
児
童
公
園
、
大

松
児
童
公
園
、
清
戸
道
東
第
2
公
園
、

大
山
口
北
第
1
公
園
、
大
山
口
北
第

2
公
園
、
二
分
山
台
公
園

※
既
に
公
園
管
理
の
活
動
を
し
て
い

る
市
民
グ
ル
ー
プ
に
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
　
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
班

　
内

線
3
2
3
9

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
6
月
10
日
か
ら
21
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
全
て
の
品
目

に
お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目

　
キ
ャ
ベ
ツ
、
茎
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

平
和
映
画
上
映
会

　
　

　
　
　
　「
戦
火
の
馬
」

　
平
和
を
考
え
る
映
画
会
で
す
。
こ

の
機
会
に
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
8
月
10
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
〜
）

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
（
自
由
参
加
）

あ
ら
す
じ
　
第
一
次
世
界
大
戦
前
の

イ
ギ
リ
ス
の
農
村
で
、
1
頭
の
美
し

い
馬
が
貧
し
い
農
家
に
ひ
き
と
ら
れ

た
。
少
年
ア
ル
バ
ー
ト
は
馬
を
ジ
ョ

ー
イ
と
名
付
け
、
友
情
を
深
め
て
い

く
が
、
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
ジ
ョ

ー
イ
は
軍
馬
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
戦

地
に
送
ら
れ
る
。
戦
火
の
中
、
ジ
ョ

ー
イ
は
過
酷
な
運
命
に
立
ち
向
か
う

人
々
の
希
望
と
な
り
、
や
が
て
「
奇

跡
の
馬
」
と
呼
ば
れ
る
。
一
方
ア
ル

バ
ー
ト
は
ジ
ョ
ー
イ
を
追
っ
て
入
隊

し
、
最
前
線
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
。

入
場
料
　
無
料

問
　
企
画
政
策
課

　
男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
4
・
5

夏休み親子消費者教室

「エコ・クッキング」
　私たちは食事のために、「買い物」「料理」「片付け」など、さまざまなこと
をしています。
　地球温暖化対策やリサイクルの推進などが求められている今、マイバッグを
持参して買い物をしたり、材料を使い切って料理をしたり、生ごみを上手に処
理するなど環境のことを考えた行動が必要です。
　親子で料理を作りながら、環境に優しい食事の仕方について学んでみませんか。
日時　8月6日㈫　午前10時30分～午後1時30分（終了予定）
場所　福祉センター（清戸）
対象　市内在住の小学生とその保護者　10組（申
し込み順）
メニュー　ドライカレー、イタリアン卵スープ
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
参加費　無料
■申・■問　電話か直接商工振興課商工振興班　内線
3241へ

地区名 氏名
白井ロジュマン自治会 石澤健太
木 中村昌介
折立 菅野正則
富塚 長野正児
中 小林幸一
中峠団地自治会 中野繁
白井工業団地自治会 五十嵐将士
名内 秋谷勝次
小名内 伊澤有一
今井 今井良明
河原子 山﨑博
平塚東 寺田稔
平塚西 五十嵐正一
十余一 齋藤豊
清戸 大川宏
谷田 鈴木英夫
清水口第一地区自治会 髙田金三
清水口第3住宅自治会 内山英夫
清水口第二分譲住宅自治会 関英雄
清水口第四住宅自治会 古川みどり
清水口団地自治会 成田満
清水口3丁目自治会 今井辰夫
清水口八幡自治会 菊地秀樹

大山口一丁目東自治会
佐々木宏光
秋澤誠之

大山口二丁目町会 和田俊雄
グランピア西白井団地自治会 山田都子
西白井1丁目自治会 田村裕史

公園を管理する市民グループ

地区名 氏名

池の上2丁目自治会
神山惠雄
岡崎常利

池の上3丁目町内会 柳川実
桜台3番街自治会 倉持五郎
桜台4番街自治会 兎澤宏和
プロムナード桜台６番街団
地自治会 伊藤嘉勝

桜苑弐番街自治会 深沢久
コープシティ桜台自治会 松原栄子
ミサワホームズ千葉桜台
自治会 根本俊明

桜苑壱番街自治会
川西茂
佐藤邦夫
柴田圭子

桜台3丁目自治会
桑原克介
辻靖浩
周藤好次

オージーコートヴィレッジ
自治会 田村孝仁

ひまわり自治会 氏家雅仁
プリスタ団地管理組合 脇部高男
クレイドルガーデン西白井
自治会 松枝実

桜台12番街自治会 加古政彬
西白井３丁目自治会 池本直樹
アーベイン西白井自治会 黒添誠

委嘱状を代表で受け取る脇部さん（右側）
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Q
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売

サ
イ
ト
で
素
敵
な
服
を
見
つ
け
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
、
代

金
も
支
払
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に

届
い
た
服
は
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
気
に

入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
し
た
い
と
思
い
、
服
が
届
い
た

そ
の
日
に
販
売
店
に
電
話
を
し
た
。

し
か
し
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で

き
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
た
。

　
通
信
販
売
で
購
入
し
た
場
合
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
に
な
ら
な
い
の
か
知

り
た
い
。

A
　
通
信
販
売
で
物
を
購
入
し
た
場

合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
適

用
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
契
約
後
に
冷
静
に
考
え
る
期
間
と

し
て
、
法
律
（
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律
）
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
法
律
の
適

応
は
、
突
然
自
宅
に
訪
問
を
受
け
た

り
電
話
で
勧
誘
を
受
け
た
り
し
て
契

約
を
し
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
消
費

者
に
と
っ
て
不
意
打
ち
を
受
け
て
契

約
し
た
も
の
や
内
職
商
法
の
よ
う
に

商
売
に
不
慣
れ
な
消
費
者
が
つ
い
交

わ
し
て
し
ま
っ
た
契
約
な
ど
が
該
当

に
な
り
ま
す
。

通
信
販
売
で
購
入
し
た
服
を

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い

　
通
信
販
売
の
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
代
わ
り
に
「
返
品
ル
ー

ル
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
商
品
ご
と
に
返
品
で
き

る
か
で
き
な
い
の
か
、
返
品
の
条
件

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
購
入
前

に
じ
っ
く
り
他
の
店
と
比
較
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
店
に
商

品
を
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
事
前
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
店
の
連
絡
先
が
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
以
外
に
電
話
番
号
や
住
所
が

き
ち
ん
と
載
っ
て
い
る
の
か
、
親
切

に
対
応
し
て
く
れ
る
の
か
、
業
界
団

体
に
加
盟
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
届
い
た
商
品
が
壊
れ
て
い
た
り
、

注
文
し
た
も
の
と
違
う
商
品
だ
っ
た

場
合
は
、
返
品
ル
ー
ル
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
販
売
店
に
申

し
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
168

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間

〜
だ
い
じ
だ
ね

お
さ
き
に
ど
う
ぞ
の 

お
も
い
や
り
〜

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
20
日
㈯
か
ら
31
日
㈬
ま
で
は
、

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
子
ど
も
た
ち
が
夏

休
み
に
入
り
、
気
持
ち
が
開
放
さ

れ
る
こ
と
か
ら
起
き
る
事
故
や
、

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
交
通
量
の

増
加
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　 

「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
だ
け

で
は
な
く
「
事
故
に
遭
わ
な
い
」

た
め
に
も
、
一
人
一
人
が
交
通
ル

ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
「
自
転
車
安
全
使
用
五

則
」
の
周
知
徹
底
）

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　

内
線
3
3
2
1
・
2

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄付者 住所 寄付者が使い道を指定した事業 寄付金額

布絵サークル　どんぐり 市内
高齢者及び障害者の福祉の向上
に関する事業

1,000円

匿名 ―
防犯対策及び交通安全対策の推
進に関する事業

750,000円

㈲アキモト金網
秋元英彦

市内 指定無し 6,200円

千葉建労鎌ケ谷支部
代表者　神山守

鎌ケ谷市 指定無し 20,000円

シルバー冨士
グランドゴルフ部

市内
高齢者及び障害者の福祉の向上
に関する事業

6,000円

白井市盆栽愛好会
会長　血脇一巳

市内
高齢者及び障害者の福祉の向上
に関する事業

1,690円

昭和学院短期大学
学長　畑江敬子

市川市 こども発達センター事業 20,000円

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します

　4月から6月末までに市に寄せられた寄付金の受け入れ状況を下表のとお
り公表します。
　市には、6月末現在で7件、合計804,890円の寄付が寄せられました。
　いただいた寄付金は、寄付された皆さんのご希望に添うよう、大切に使
わせていただきます。
■問　財政課財政班　内線3331・2

　熱中症は、高温の環境の中で血管を広げたり汗をかいたりするなどの体温の調整をすることがで
きなくなり、体内の水分などのバランスが崩れることによって発症します。特に高齢者、乳幼児、
持病のある人や体調の悪い人が熱中症になりやすいので、注意が必要です。
　熱中症になると重症の場合には死に至る可能性もありますが、予防法や応急処置を知っていれば
それを防ぐことができます。
～熱中症の予防方法～
　熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です。特に、急に気温が上昇し、
暑くなった日は注意が必要です。
●こまめに水分補給をする（ただし利尿作用のある飲み物は避ける）
●気温が高い時は無理をせず、エアコンや扇風機を使用する
●半袖などの涼しい服装を心掛け、外出時は日傘や帽子を使用する
※高齢者は喉が渇いていなくてもこまめに水分補給し、室温が28度を超
えたらエアコンや扇風機を活用しましょう。
～こんな症状がでたら、熱中症の疑いがあります～
　熱中症の重症度によって、主に次のような症状が出ます。
軽度　めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗が止まらない
中等度　頭痛、吐き気、体がだるい
重度　意識がない、けいれん、高熱、呼び掛けに対しての返事がおかしい、まっすぐ歩けない
～熱中症になってしまったら～
　万が一熱中症になってしまったら、次の対策を行ってください。
●スポーツ飲料などの水分を補給する（水1㍑に対して砂糖20 ～ 40㌘、塩3㌘、レモン汁少々を溶
かしたものでも代用可）
●涼しい場所に避難させる
●衣服をゆるめ、首や脇の下などを冷やす
●上記の対策を行っても症状が回復しない場合は、速やかに救急車の出動を要請をする
※熱中症の症状は時間の経過とともに変化するので、必ず状態を見守りましょう。軽度の熱中症で
も一人にせずに状態を見守り、症状がさらに悪化している場合は救急車の出動を要請してください。
■問　健康課健康づくり推進班　☎（497）3494

熱中症は予防が大切です！
子
育
て
応
援
講
座
　
　

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ

ス
!!
〜
小
児
科
医
師
か

ら
子
育
て
を
す
る
皆
さ

ん
へ
〜
」

　
小
児
科
医
師
が
、
病
院
の
か
か
り

方
や
予
防
接
種
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
を
育

て
て
い
く
上
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
当
日
は
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
た

お
む
つ
替
え
体
験
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
8
月
24
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
受
け
付
け
　
午
後
1
時

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
妊
婦
や
2
〜
6
カ
月
未
満
の

子
を
育
て
て
い
る
保
護
者
と
そ
の
家

族
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

※
2
〜
6
カ
月
未
満
の
子
ど
も
も
一

緒
に
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
1
歳
以
上
　
10
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師

　
と
り
う
み
小
児
科
　
鳥
海
佳

代
子
院
長

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
出
産
日
ま
た
は
出

産
予
定
日
、
電
話
番
号
、
あ
れ
ば
質

問
事
項
、
同
伴
す
る
家
族
が
い
る
場

合
は
続
柄
、
保
育
希
望
の
場
合
は
子

ど
も
の
氏
名
お
よ
び
年
齢
を
、
8
月

16
日
㈮
ま
で
に
健
康
課
母
子
保
健
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
・

ken

kou@
city.shiroi.chiba.jp

へ

※
E
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、

件
名
に
「
子
育
て
応
援
講
座
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を
飲
み

な
が
ら
、
出
産
経
過
の
話
や
呼
吸
法

の
練
習
、
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い

て
、
気
軽
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
助
産
師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

が
皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

　
出
産
予
定
日
が
近
い
妊
婦
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
れ
ま
す
。

日
時
　
8
月
7
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
〜
9
カ
月

ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育

　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

土
地
改
良
区
か
ら
の
お

願
い

　
印
旛
沼
や
手
賀
沼
、
神
崎
川
な
ど

の
周
辺
の
水
辺
に
は
用
排
水
機
場
や

用
排
水
路
な
ど
、
多
数
の
土
地
改
良

施
設
が
あ
り
子
ど
も
の
興
味
を
ひ
く

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な

施
設
で
の
事
故
な
ど
が
多
く
発
生
し

ま
す
。

　
水
辺
の
事
故
は
大
人
の
気
遣
い
で

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水

田
近
く
の
用
排
水
機
場
や
用
排
水
路

な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
か
な
い

よ
う
、
ま
た
施
設
の
付
近
で
遊
ん
だ

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
☎
0
4
3

（
4
8
4
）
1
1
5
5
、
手
賀
沼
土

地
改
良
区
☎
0
4
7
6
（
4
2
）
2

8
2
1
、
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3

2
5
3
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
と
は

　
介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
と
そ
の
家

族
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
い
ざ
必
要

と
な
っ
た
と
き
の
介
護
や
そ
の
経
済

的
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
社

会
保
険
制
度
で
す
。
要
介
護
や
要
支

援
の
認
定
を
受
け
る
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪

問
介
護
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
に
、

そ
の
費
用
の
う
ち
1
割
の
負
担
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
費

用
を
支
え
る
の
が
介
護
保
険
料
で
す
。

制
度
を
支
え
る
保
険
料

　
こ
の
制
度
を
支
え
る
保
険
料
は
、

65
歳
以
上
（
第
1
号
被
保
険
者
）
と

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
（
第
2
号
被
保

険
者
）
で
は
計
算
方
法
や
納
付
先
が

異
な
り
ま
す
。

【
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
】

　
65
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
が
属

あ
な
た
と
家
族
を
支
え
る
介
護
保
険

あ
な
た
と
家
族
を
支
え
る
介
護
保
険

　
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
介
護
保
険
制
度
は
、
加
入
者
が
負
担
す
る
保
険
料
と
国
・
県
・
市
の
負
担
に
よ
り
、

そ
の
運
営
費
用
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

表1　　　　　　　　65歳以上の人の介護保険料

所得段階 対　　　　　象 保険料の
調整率

保険料
（年額）

第1段階
生活保護受給者または老齢福祉年金
受給者であって、市民税非課税世帯
の人

基準額
×0.40

18,200円

第2段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の
前年の公的年金等収入額と前年の合
計所得金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.50

22,800円

第3段階 世帯全員が市民税非課税で第2段階以
外の人

基準額
×0.65

29,600円

特
例

世帯全員が市民税非課税で、本人の前
年の公的年金等収入額と前年の合計所
得金額の合計が120万円以下の人

基準額
×0.60

27,400円

第4段階
（基準額）

本人が市民税非課税で世帯の中に市
民税課税者がいる人

基準額
×1.00

45,600円
（月額3,800円）

特
例

本人が市民税非課税で世帯の中に市
民税課税者がいるが、本人の前年の
公的年金等収入額と前年の合計所得
金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.80

36,500円

第5段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が125万円未満の人

基準額
×1.10

50,200円

第6段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が125万円以上200万円未満の人

基準額
×1.25

57,000円

第7段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が200万円以上400万円未満の人

基準額
×1.45

66,100円

第8段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が400万円以上600万円未満の人

基準額
×1.60

73,000円

第9段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が600万円以上800万円未満の人

基準額
×1.70

77,500円

第10段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が800万円以上の人
基準額
×1.90

86,600円

※保険料基準額の月額は県平均4,423円、全国平均4,972円です。

す
る
月
分
か
ら
市
に
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
保
険
料
は
表
1
の
と

お
り
で
、
前
年
の
所
得
や
世
帯
の
状

況
な
ど
に
基
づ
い
て
段
階
が
分
か
れ
、

個
人
ご
と
に
決
ま
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る

納
付
（
特
別
徴
収
）

　
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
の
い

ず
れ
か
の
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人
を
対
象
に
、
年
金
の
定
期
受
給

の
際
に
あ
ら
か
じ
め
介
護
保
険
料
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
4
月
、
6
月
、
8
月
は
前
年
の
市

民
税
額
を
根
拠
と
し
て
仮
に
算
定
さ

れ
た
額
を
納
め
、
そ
の
後
市
民
税
の

金
額
が
決
定
し
た
ら
、
10
月
、
12
月
、

翌
年
2
月
の
年
金
か
ら
は
そ
れ
ま
で

の
支
払
金
額
と
調
整
の
上
、
納
め
ま

す
。

◆
納
付
書
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴
収
）

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
は
、
市
が
7
月
17
日

表2 　40歳から64歳までの人の介護保険料

国保加入者 会社などの
健康保険加入者

所得割（前年の総所得－
基礎控除額33万円×1.42
㌫）＋均等割（11,400円）
＝保険料

標準報酬月額（標
準賞与額）×介護
保険料率（※）＝
保険料

※ 介護保険料率は加入する健康保険に問い合わ
せてください。

㈬
に
郵
送
す
る
納
付
書
で
、
市
役
所
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
い
ず
れ
か
で
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
①
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺

族
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

②
年
度
の
途
中
で
65
歳
（
第
1
号
被

保
険
者
）
に
な
っ
た
人

③
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

④
年
度
の
途
中
で
保
険
料
段
階
区
分

が
変
更
に
な
っ
た
人

介護認定を受けるには
　介護保険の認定を受けること
ができる人は、65歳以上（第1
号被保険者）と40歳から64歳ま
での人（第2号被保険者）に分
かれます。
【65歳以上の人の場合】
　資格を取得した月（65歳に
なった月）に介護保険証が交付
され、その後、申請により介護
や支援が必要であると「認定」
を受けた場合にサービスを利用
することができます。申請から
サービス利用までの流れは右図
のとおりです。
【40歳から64歳までの人の場合】
　特定の病気（脳血管疾患、関
節リウマチ、パーキンソン病、
初老期における認知症、末期が
んなど16種類の特定疾病）が原
因で介護や支援が必要な場合は、
申請をして認定を受けると介護
保険証が交付され、サービスを
利用することができます。
※交通事故などが原因の場合は、
介護保険の対象外となりますの
で、詳細については問い合わせ
てください。
■問　高齢者福祉課介護保険班　
☎（497）3473

介護保険制度は皆さんの保険料で支えられています

※
②
③
④
の
場
合
は
特
別
徴
収
に
切

り
替
わ
る
ま
で
の
間
が
対
象
で
す
。

【
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
の
介
護

保
険
料
】

　
64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
、
40

歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る

月
分
か
ら
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
納
め
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の

場
合
、
保
険
料
の
計
算
式
は
表
2
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
が
、
計
算
式
は

各
保
険
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

滞
納
し
た
ま
ま
に
す
る
と

　
特
別
な
理
由
も
な
く
、
保
険
料
を

滞
納
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、
滞
納
し

て
い
た
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
や
介
護
保
険
制
度
の
健
全

な
運
営
の
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち

介護認定を受けるには

ん
と
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

　
災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
猶
予
や
分
割

納
付
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
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二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
8
月
6
日
㈫
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
26
日
㈪
・
公
民

セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・

家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

晴クリニック皮ふ科・ひ尿器科
滝澤晴久医師

●先生の専門分野を教えてください。
　専門は皮膚科で、専門医の認定を受けています。
そのほかに泌尿器科も診察しています。父親が千
葉で皮膚科・泌尿器科の病院を開業しており、父
の病院で15年ほど診察をしていましたが、2002年
に白井で開業し、今日に至ります。市内で皮膚科
の専門医は一人だけなので、赤ちゃんからお年寄
りまで多くの患者さんを診察しています。特に夏
場は混雑し、1時間以上お待ちいただくこともあ
ります。
●診察するときのモットーや心がけていることは？
　混雑している時でも、来院した患者さん全員に必ず会うようにしています。本当は
一人一人ゆっくりと時間をかけて診察をしたいと思っているのですが、一人で診察を
しているため、来院される患者さん全員を診察するにはどうしても患者さん一人にか
ける時間は短くなってしまいます。そのため、皮膚の状態を見て、素早く治療方針を
判断し、患者さんにわかりやすく説明することを心がけています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください。
　動くことが好きなので、休日はスポーツをしてリフレッシュすることが多いです。全
国の医師が集まるテニスの大会や住んでいる地区のゴルフの会に参加し、多くの人達
や多様な情報に触れて地域に根差した一町医者でありたいと思っています。
●患者さんへのメッセージをお願いします。
　よく「家にあった薬を塗ってみたが治らない」と受診する人がいますが、症状に合っ
ていない薬で悪化してしまうことや、薬が塗ってあると検査や治療ができないことも
あります。また、けがをした時には消毒はせず、水やせっけんできれいに洗い、ガー
ゼを当ててすぐに受診してください。その方が早く治りますし、傷あとも残りにくい
です。皮膚にトラブルがあったら、迷わずすぐに皮膚科を受診することをお勧めします。

晴クリニック皮ふ科・ひ尿器科　堀込1ー 2ー 7　☎（498）2002

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医
市
食
品
衛
生
優
良
店
舗

を
表
彰
し
ま
し
た

　
平
成
25
年
度
市
食
品
衛
生
優
良
店

舗
表
彰
が
6
月
19
日
に
文
化
会
館
中

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
市
で
は
「
横
浜

寺
田
屋
ラ
ー
メ
ン
白
井
店
」
を
表
彰

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3
・

 syougai-gaku

syuu@
city.shiroi.chiba.jp

へ

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
8
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
・
10

日
㈯
・
11
日
㈰
・
17
日
㈯
・
18
日
㈰

24
日
㈯
・
25
日
㈰
・
31
日
㈯
　
午
前

9
時
〜
午
後
6
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
7
月
25
日
㈭
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

しろいスポーツヴィレッジ　実施プログラム
種目 場所 活動日 時間

グラウンドゴルフ 富塚 毎週
水・土曜日

13：00 ～
16：00

筋トレ・
ストレッチ

白井コミュニ
ティセンター 毎週金曜日 19：00 ～

21：00

白井第二小学校 毎週土曜日 13：00 ～
15：00

ソフトテニス
白井中学校 毎週

火・木曜日
19：00 ～

22：00

白井運動公園 毎週土曜日 13：00 ～
15：00

バドミントン 白井第一小学校 毎週水曜日 20：00 ～
22：00

硬式テニス 白井運動公園 毎週土曜日 9：00 ～
11：00

模型飛行機 詳細については問い合わせてください。

※硬式テニスは9月から活動を予定しています。

し
ま
し
た
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

印
旛
郡
大
会
結
果
発
表

　「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
印
旛
郡

大
会
」
が
6
月
6
日
に
成
田
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
部
」
で
は

桜
台
在
住
の
牧
村
尚
美
さ
ん
、
珠
莉

さ
ん
親
子
が
、「
高
齢
者
の
よ
い
歯

の
部
」
で
は
笹
塚
在
住
の
久
本
信
豊

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

　
市
内
で
4
番
目
の
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
白
井

中
学
校
区
を
主
な
対
象
地
域
と
し

た
「
し
ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
（
以
下
、
S
S
V
）」
が
27
日

㈯
に
設
立
し
ま
す
。

　
S
S
V
の
設
立
に
よ
り
、
既
存

の
3
ク
ラ
ブ
と
併
せ
て
、
市
内
全

域
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
S
S
V
は
、
設
立
総
会
を
経
て
、

左
表
の
と
お
り
6
種
目
で
活
動
を

開
始
し
ま
す
。

　
会
員
と
な
っ
て
、
自
分
の
健
康

維
持
や
向
上
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｖ

の
活
動
を
盛
り
上
げ
、
地
域
の
健

康
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

て
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
設
立
総
会
な
ど
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
27
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
　

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

※
入
会
申
込
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
入
会
申
込
書
は
、
対
象
地
域
へ

自
治
会
や
学
校
を
通
じ
て
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
生
涯
学
習
課
で
も

申
込
書
を
設
置
し
、
随
時
入
会
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
入
会
す
る
に
あ
た
り
料
金
な
ど

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
4
3
4

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
し
ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

が
活
動
を
開
始
し
ま
す

プラネタリウム館
～おやこ星空ライブコンサート～
　yumi♪makiの 歌や楽
器の生演奏、星空の解説
もある子どもと家族向け
のライブコンサートです。
日時　28日㈰　①午前11
時～ 11時50分、②午後1
時30分～ 2時20分
対象　各回86人（先着順）
チケット代　1人300円（乳幼児が座席を使用する場合も
料金が掛かります）
※各開始時間の1時間前から販売します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125

表彰状を受け取る秋本さん（右側）

滝澤晴久医師

　
市
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

お
よ
び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
に
難
病
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

①
新
規
申
請

　
新
た
に
特
定
疾
患
医
療
な
ど
の
受

給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、

社
会
福
祉
課
で
見
舞
金
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
見
舞
金
の
支
給
は
、
申
請
を
受
け

付
け
た
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

持
ち
物

　
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票

ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

診
券
、
印
鑑
、
通
帳
な
ど
振
込
先
の

金
融
機
関
の
口
座
が
分
か
る
も
の

②
継
続
申
請

　
す
で
に
見
舞
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
印
旛
保
健
所
へ
特
定
疾
患
医

療
な
ど
の
更
新
手
続
き
の
後
、
更
新

と
な
る
人
に
は
新
し
い
受
給
者
票
ま

た
は
受
診
券
（
有
効
期
限
が
平
成
25

年
10
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
9
月
30

日
ま
で
の
も
の
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
写
し
を
社
会
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
見
舞
金

を
支
払
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

難
病
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す

yumi♪makiの音楽を楽しみましょう
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子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

延
命
寺
の
火ひ

ぶ伏
せ
の
札ふ

だ

　
新
規
市
指
定
文
化
財
紹
介
の
最

後
は
、
平
成
12
年
に
平
塚
の
延
命

寺
本
堂
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
火
伏

せ
の
札
」
で
す
。

　
火
伏
せ
の
札
は
、
長
さ
30
㌢
程

の
木
製
札
で
、
柄つ

か
や
鍔つ

ば
、
刀
身
を

表
現
し
た
剣
形
を
し
て
お
り
、
切

先
は
虫
食
い
で
欠
け
て
い
ま
す
。

　
鍔
の
表
裏
に
は
墨
書
が
あ
り
、

胎た
い
ぞ
う
か
い
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

蔵
界
大
日
如
来
を
表
す
「
ア
ー

ン
ク
」
と
い
う
梵ぼ

ん
じ字
と
、
刀
身
の

表
に
「
荒

こ
う
た
く
じ
ひ
じ
り
ぼ
ん
こ
れ
を
し
め
す

沢
寺
聖
坊
示
之
」、
裏

に
「
萬

ま
ん
じ
さ
ん
か
の
え
ね
の
と
し
ろ
く
が
つ
き
ち
じ
つ

治
三
庚
子
年
六
月
吉
日
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
梵
字
で
表

現
さ
れ
た
大
日
如
来
は
山
形
県
の

湯
殿
山
を
示
し
、
荒
沢
寺
は
同
県

の
羽
黒
山
に
あ
る
寺
で
、
そ
の
僧

が
万
治
3
年
（
1
6
6
0
）
に
書

き
つ
け
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
羽
黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
の
総

称
で
あ
る
出
羽
三
山
は
、
密
教
修

験
者
達
の
聖
地
で
し
た
。
羽
黒
修

験
道
の
極
意
「
三さ

ん
か
ん
さ
ん
ど

関
三
渡
」
説
に

よ
る
と
、
羽
黒
山
に
入
っ
て
修
業

し
、
月
山
の
艱か

ん
な
ん難
を
経
て
、
最
後

に
湯
殿
山
に
至
る
と
、
生
き
な
が

ら
仏
と
な
る
「そ

く
し
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ

即
身
成
仏
」
の
目

的
を
遂
げ
る
と
さ
れ
、
そ
の
最
初

の
修
業
の
場
が
荒
沢
寺
で
し
た
。

　
こ
の
札
の
形
態
的
特
徴
か
ら
見

て
も
、
出
羽
三
山
信
仰
に
関
わ
る

「
腰

こ
し
ぼ
ん
て
ん

梵
天
」
と
呼
ば
れ
る
護
身
札

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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と
考
え
ら
れ
ま
す
。
腰
梵
天
は
、

そ
の
形
や
材
質
か
ら
剣

け
ん
ぼ
ん
て
ん

梵
天
や
木

剣
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
庶
民
が
信
仰
し
た
出
羽

三
山
は
、
男
な
ら
一
生
に
一
度
は

必
ず
登
拝
す
べ
き
と
さ
れ
、
腰
梵

天
は
初
め
て
登
る
時
に
寺
の
宿
坊

か
ら
も
ら
い
、
腰
に
挿
し
て
登
拝

す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
出
羽
三
山
の
登
拝
経
験

者
は
「ぎ

ょ
う
に
ん

行
人
」
と
呼
ば
れ
、
故
郷

に
帰
る
と
、
三
山
塚
や
行
人
塚
、

梵
天
塚
と
い
っ
た
塚
を
築
き
、
三

山
塔
と
呼
ば
れ
る
石
碑
を
建
て
、

腰
梵
天
を
納
め
る
行
為「ぼ

ん
て
ん
の
う

梵
天
納
」

を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
千
葉
県
は
古
く
か
ら
三
山
信
仰

の
盛
ん
な
土
地
で
、
市
原
市
青
柳

台
に
あ
る
寛
永
7
年
（
1
6
3
0
）

の
三
山
塚
を
最
古
に
、
非
常
に
た

く
さ
ん
の
三
山
塔
や
梵
天
塚
が
残

っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
梵
天
塚
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
三
山
塔
が
89
基
残
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
根
地
区
の

天
神
社
に
あ
る
明
和
8
年
（
1
7

7
1
）
の
も
の
が
最
古
で
、
9
割

以
上
は
近
代
以
降
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
三
山
信
仰
が
根
付

い
た
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。

　
火
伏
せ
の
札
は
市
の
三
山
信
仰

と
延
命
寺
本
堂
の
祖
源
を
考
え
る

上
で
、
ま
た
東
葛
・
印
旛
地
域
で

は
現
存
最
古
と
な
る
大
変
貴
重
な

資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。（
原
則
非
公
開
）

問
　
文
化
課
文
化
班
　（
4
9
2
）

1
1
2
3

子

ど

も

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

延命寺の火伏せの札（表）

 白   夏休み手芸教室
　針を使わずにできる、自分だけの羊毛キーケースを作ろう。
日時　8月1日㈭　午前10時～正午
対象　小学生以上　10人（申し込み順）
持ち物　作業台にする大きめのトレイ（おぼんでも可）、
目の細かい四角の洗濯ネット、タオル、持ち帰り用の袋
参加費　150円（材料費）

 白   夏休み親子工作教室
　金づちを使って、キーボックスを親子で作ろう。
日時　8月10日㈯　午前9時30分～正午
対象　小学生とその保護者　15組（申し込み順）
講師　神野工務店　神野直孝さん
持ち物　金づち、上履き、水筒、持ち帰り用の袋
参加費　500円（材料費）
■申　どちらも7月17日㈬午前9時から参加費持参の上、直接白
井児童館へ

複  

夏
休
み
体
験
教
室

　　
廃
油
を
使
っ
て
、
ろ
う
そ
く
を
作

ろ
う
。

日
時
　
8
月
6
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生

　
10
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
ふ
た
が
付
い
て
い
る
小
さ

い
空
き
瓶
1
個
、
上
履
き

申
　
7
月
27
日
㈯
ま
で
電
話
か
直
接

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅
ド
リ
ー
ム
・
パ
ス

ポ
ー
ト

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指

し
て
い
る
人
、
乳
幼
児
と
の
触
れ
合

い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
時
間

　
①
8
月
6
日
㈫
・
午

後
3
時
〜
4
時
、
7
日
㈬
・
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
2
時

　
②
8
月
20
日

㈫
・
午
後
3
時
〜
4
時
、
21
日
㈬
・

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

対
象
　
中
学
・
高
校
生
　
各
回
5
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
筆

記
用
具

申
　
8
月
3
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複  

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

「
紙
飛
行
機
を
作
っ
て

飛
ば
そ
う
」

　
ホ
チ
キ
ス
で
止
め
て
作
る
、
簡
単

だ
け
ど
し
っ
か
り
飛
ぶ
紙
飛
行
機
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
。

白  

プ
ー
ル
開
放

　
み
ん
な
で
水
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
24
日
㈬
・
25
日
㈭
　
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

持
ち
物

　
水
着
（
水
遊
び
用
の
紙
パ

ン
ツ
で
も
可
）、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

サ
ン
ダ
ル
、
飲
み
物

駅  

母
親
く
ら
ぶ

　
親
子
で
楽
し
く
「
お
し
ゃ
れ
な
望

遠
鏡
」
と
「
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
」
作

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
7
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
3
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

日
時
　
8
月
11
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
10

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル

申
　
7
月
23
日
㈫
ま
で
電
話
か
直
接

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

福
祉
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

〜
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
、

君
に
贈
る
福
祉
体
験
の
夏
〜

　
施
設
で
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
の

触
れ
合
い
や
車
い
す
と
ア
イ
マ
ス
ク

体
験
な
ど
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
福
祉
を
学
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。

※
食
事
代
は
別
途
掛
か
り
ま
す
。

日
程
　
8
月
20
日
㈫
〜
22
日
㈭
（
全

3
日
間
）

※
21
日
㈬
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）

に
宿
泊
し
ま
す
。

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
5
年
生
〜

高
校
生

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
8
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

廃油で作るろうそく

白井梨マラソン大会
種目 部門 スタート 参加費

2㌔㍍
親子ペア（小学1～ 3年生男女）

9:30
2,000円

小学4～ 6年生男子
1,000円

小学4～ 6年生女子

5㌔㍍
一般男子

39歳以下

9:50

3,500円

40歳以上

一般女子
39歳以下
40歳以上

10㌔㍍

一般男子
29歳以下

10:35

30歳以上49歳以下
50歳以上

一般女子
29歳以下

30歳以上44歳以下
45歳以上

3㌔㍍
中学生男子

10:45 1,000円
中学生女子

　
秋
風
の
中
、
自
然
の
恵
み
を
感

じ
な
が
ら
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
会
日
程
　
10
月
6
日
㈰

場
所
　
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目
・
部
門
・
ス
タ
ー
ト
時
間
・

参
加
費
　
左
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
1
、0
0
0
人（
申
し
込
み
順
）

※
市
外
参
加
者
を
含
め
た
定
員
は

3
、
0
0
0
人
で
す
。

申
　
①
返
信
用
封
筒
に
住
所
、
氏

名
、
申
込
書
希
望
枚
数
を
記
入
の

上
、
切
手
（
申
込
書
希
望
枚
数
1

部
の
場
合
は
80
円
、
2
・
3
部
は

90
円
、
4
〜
6
部
は
1
4
0
円
）

を
貼
っ
て
郵
送
で
〒
1
5
2
―

8
5
3
2

　
東
京
都
目
黒
区
原
町

1
―
31
―
9

　
白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン

大
会
・
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
☎

0
3
（
3
7
1
4
）
7
9
2
4

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

②
届
い
た
申
込
書
兼
振
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
7
月
24

日
㈬
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
か
郵
便
局
へ

※
振
り
込
み
手
数
料
が
別
に
1
2

0
円
掛
か
り
ま
す
。

　
一
般
申
し
込
み
は
8
月
1
日
㈭

か
ら
8
日
㈭
ま
で
ラ
ン
ネ
ッ
ト

 

h
ttp
://ru

n
n
e
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で
受
け

付
け
ま
す
。（
申
し
込
み
順
）

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
4
3
6

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
内
優
先
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

市
民
水
泳
大
会
参
加
者

募
集

　
参
加
者
全
員
に
記
録
証
を
交
付
し
、

1
位
か
ら
3
位
ま
で
を
表
彰
し
ま
す
。

日
程
　
9
月
16
日
㈷

場
所
　
ス
イ
ム
ク
ラ
ブ
&
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
N
A
S
白
井
（
堀
込
）

対
象
　
健
康
で
25
㍍
を
完
泳
で
き
る

小
学
生
以
上

部
門
　
小
・
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部

種
目

　
自
由
形
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
平

泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、

ゲ
ー
ム
競
技
な
ど

参
加
費

　
小
・
中
学
生
1
、
0
0
0

円
　
一
般
1
、
5
0
0
円

申
　
8
月
10
日
㈯
ま
で
に
所
定
の
用

紙
（
各
申
込
先
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯
学

習
課
、
N
A
S
白
井
、
金
田
ワ
ー
ル

ド
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
船
橋
、
タ
ッ

プ
ス
ポ
ー
ツ
千
葉
、
セ
ブ
ン
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
牧
の
里
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

学
校
の
校
舎
や
体
育
館
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　
工
事
期
間
中
は
工
事
車
両
の
往
来

な
ど
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
場
所
・
工
事
期
間

　
清
水
口
小

学
校
体
育
館
・
〜
10
月
4
日
㈮
、
大

山
口
中
学
校
体
育
館
・
〜
10
月
18
日

㈮
、
七
次
台
小
学
校
校
舎
・
〜
平
成

26
年
1
月
14
日
㈫

問
　
教
育
総
務
課
施
設
班

　
内
線
3

4
1
3
・
5
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業など
は掲載していないものもありますので、児
童館だより（各センターにあります）や市
ホームページで確認してください。

趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

動
神
経
を
高
め
ま
す
。
現
在
ク
ラ
ブ

な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
子
か

ら
、
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
い
な

い
子
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
H
A
C
H
I
K
U
ア
カ
デ
ミ
ー

運
営
事
務
局
　
萱
野
☎
0
3
（
3
5

4
4
）
5
3
8
9

◆
日
本
郵
便
主
催
「
第
46
回
手
紙
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
応
募
作
品
募
集

　「
特
定
の
相
手
に
自
分
の
体
験
し

た
こ
と
や
考
え
な
ど
を
伝
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
部
門
は
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
が
対
象
の
「
は
が
き
作
文
部

門
」
と
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
が

対
象
の「
絵
手
紙
部
門
」が
あ
り
ま
す
。

　
応
募
は
学
校
単
位
で
ま
と
め
る
か
、

個
人
で
応
募
す
る
2
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
日

本
郵
便
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
9
月
24
日
㈫
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
3
5
4
―
0
0
4
5

　
埼

玉
県
入
間
郡
三
芳
町
上
富
1
1
4
1

―
10
　「
第
46
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
」
事
務
局
☎
0
1
2
0
（
5
3

6
）
4
9
3
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
J
A
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

受
講
生
募
集

　
通
信
教
育
に
よ
る
講
義
と
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
中
心
に
実
技
演
習
や

施
設
実
習
を
行
い
ま
す
。

研
修
期
間

　
平
成
25
年
10
月
5
日
㈯

〜
平
成
26
年
2
月
22
日
㈯

　
場
所

J
A
西
印
旛
（
印
西
市
）
な
ど
　
対

象
　
一
般
　
12
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
書
類
選
考
で
決
定
）　  

受
講

料
　
8
9
、  

0
0
0
円

※
受
講
料
の
ほ
か
健
康
診
断
料
が
別

途
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
8
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
部
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
1
3
1
1
（
平
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

高

齢

者

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

◆
白
井
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
員

募
集

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
誰
で
も
簡
単
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
健
康
増
進
と
仲
間
づ

く
り
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
毎
月
第
1
・
4
日
曜
日
、
第

2
・
3
土
曜
日
、
第
4
金
曜
日

　
場

所
　
オ
ス
カ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
公
園

（
船
橋
市
・
八
千
代
市
）　 

年
会
費

2
、
0
0
0
円
（
活
動
費
）　
保
険

料
　
65
歳
以
上
1
、
0
0
0
円
、
65

歳
未
満
1
、
8
5
0
円

問
　
田
代
☎
0
9
0
（
2
4
0
3
）

3
1
3
1

◆
「
白
井
少
年
少
女
合
唱
団
」
団
員

募
集

　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
歌
が
好
き
な
人
を
募

集
し
ま
す
。
市
民
音
楽
祭
や
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
、
そ
し
て
定
期
演
奏
会
で

は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
前
9
時
〜

11
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

な
ど
　
月
会
費
　
1
、
5
0
0
円

問
　
秋
元
☎
0
8
0
（
1
2
7
0
）

8
3
8
5

◆
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
白
井
校
無
料
体
験
参
加
者
募
集

　
当
ス
ク
ー
ル
で
は
小
・
中
学
生
を

対
象
に
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学

に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
段
階
に

合
わ
せ
た
運
動
能
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
運

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩さ
い
び美

（
白
井
木
戸
公
園
前
）

問
　
原
田
☎
（
4
9
1
）
3
8
3
6

◆
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
i
n
下
総
・
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
航
空
機
の
展
示
、
管
制
塔

の
見
学
な
ど
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
と

併
せ
て
、
航
空
機
の
実
習
装
置
体
験

教
室
や
消
防
放
水
体
験
教
室
な
ど
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

　
場
所

　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）　

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
成
田
市
中
央
公
民
館
　
対
象

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
「
4
つ
の
合
唱
団
♪
合
同
コ
ン
サ

ー
ト
」

　
女
声
、
男
声
、
混
声
コ
ー
ラ
ス
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

　
27
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場
所

　

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　
無

料
　
出
演
団
体

　
響
、
ハ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
ー
ブ
、
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ
ー
合

唱
団
、
♪
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
（
池
の

上
小
P
T
A
コ
ー
ラ
ス
）

問
　
林
☎
（
4
9
2
）
2
4
1
5

◆
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
親
子

体
験
教
室
・
動
物
愛
護
事
業

　
富
里
市
に
あ
る
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
親
子
体
験
教
室

　
親
子
で
犬
の
し
つ
け
方
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
体
験
教
室

で
す
。

日
時
　
7
月
24
日
、
8
月
7
日
、
14

日
（
各
水
曜
日
）　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
、
8
月
8
日
㈭
、
15
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

　
対
象

　
小
学
4

か
ら
6
年
生
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
各
日
5
組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
送
迎
が
可
能
な
場
合
は
、

子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

②
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
子
犬
の
し
つ
け
方
法
を
無
料
で
学

べ
ま
す
。

日
程
　
7
月
27
日
、
8
月
24
日
、
9

月
28
日
（
各
土
曜
日
）

※
開
催
時
間
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
の
し
つ
け
方
教
室

【
基
礎
講
座
】　
日
時
　
7
月
31
日
㈬
、

8
月
21
日
㈬

　
午
後
1
時
〜
2
時
30

分
　
参
加
費
　
無
料
　

【
実
技
講
座
】　
日
時
　
8
月
1
日
㈭
、

22
日
㈭
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分
　
参
加
費
　
1
回
3
、
0
0
0
円

（
資
料
代
な
ど
）

④
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
を
探
し
て
い
る
人
や
譲
渡
し
た

い
飼
い
主
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

日
時
　
8
月
11
日
㈰
、
29
日
㈭
　
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
7
月
16
日
㈫
か
ら
各
開
催

日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6
（
9
3
）

5
7
1
1
へ

◆
「
子
供
囲
碁
教
室
」

　
初
心
者
も
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
3
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

5
時

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
小
学
生
以
上

　
8
人
（
申
し

込
み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
8
月
1
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
白
井
駅
前
囲
碁
愛
好
会
　
中
村
☎

（
4
9
2
）
1
2
5
6
へ

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
か
ら
の
お

知
ら
せ

【
ホ
タ
ル
観
賞
会
】（
自
由
参
加
）

　
自
然
生
態
園
に
生
息
す
る
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
の
光
で
夏
の
夕
べ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
（
ホ
タ
ル
の
生
育
状
態
や

天
候
に
よ
り
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

日
時
　
8
月
3
日
㈯
、
4
日
㈰
　
午

後
6
時
30
分
〜
9
時
（
雨
天
中
止
）

※
虫
よ
け
の
使
用
や
カ
メ
ラ
な
ど
の

撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
緑
の
教
室
】

①
夏
休
み
親
子
体
験
教
室
「
夏
休
み

の
木
工
作
」

　
親
子
で
木
の
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
台

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）　
参
加

費
　
1
、
6
0
0
円
（
材
料
費
・
保

険
料
）

②
「
草
木
染
め
体
験
教
室
」
〜
藍
の

生
葉
染
め
〜

　
公
園
で
育
て
た
「
タ
デ
ア
イ
」
の

葉
を
使
っ
て
シ
ル
ク
の
ス
ト
ー
ル
を

染
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
8
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

　
対
象

　
一
般

　
10
人

（
申
し
込
み
順
）

※
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
・

保
険
料
）

申
・
問

　
①
・
②
と
も
開
催
日
の
1

カ
月
前
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
ま
た

は
直
接
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎
0

4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0
へ

◆
写
真
愛
好
家
団
体
「
白
井
市
写
真

ク
ラ
ブ
作
品
展
」

　「
白
井
の
自
然
と
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
、
美
し
く
咲
き
誇
る
今
井
の
桜

の
作
品
や
、
見
て
楽
し
く
心
が
和
む

作
品
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
ま

す
。

日
時
　
18
日
㈭
〜
23
日
㈫
　
午
前
10

時
〜
午
後
5
時

コ  「
第
1
回
街
コ
ン
de
白
井

〜
出
会
い
の
広
場
〜
」

参
加
者
募
集

  

白
井
で
初
め
て
の
街
コ
ン
を
開
催

し
ま
す
。
市
内
各
店
の
お
楽
し
み
メ

ニ
ュ
ー
と
出
会
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

「
ふ
る
さ
と
白
井
」
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
17
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

福  「納涼祭」
　福祉センターの裏庭で、食
べ放題の流しそうめんを食べ
ながら涼みませんか。
日程　8月2日㈮
時間　午前11時～午後1時
参加費　大人400円、子ども
300円（そうめん代）
※事前申し込みは必要ありま
せん。

　家で眠っているネクタイを使って、すてきなネックレ
スを作りましょう。
日程　8月2日㈮・6日㈫
（全2日間）
時間　午後1時～ 3時
対象　市内在住の60歳以上
15人（応募者多数の場合は
抽選）
持ち物　糸をほどいて洗っ
たネクタイ1本、裁縫道具
参加費　350円（材料費）
■申　7月24日㈬までに電話か直接福祉センターへ

福   「ネクタイネックレス講習」

6
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以

上
の
独
身
者
　
男
女
各
40
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
男
性
1
人
3
、
0
0
0
円
、

女
性
1
人
1
、
0
0
0
円

※
女
性
2
人
で
参
加
の
場
合
は
、
2

人
で
1
、
5
0
0
円
で
す
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
8
月
14

日
㈬
午
後
5
時
ま
で
に
電
話
か
直
接

白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

おいしいそうめんを食べよう

おしゃれなネクタイネックレス

2013.7.157
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た
が
、
建
設
工
事
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
自
治
会
や
南
山
中
学

校
区
P
T
A
、
守
る
会
と
施
主
・

建
設
会
社
と
の
間
で
工
事
協
定
を

締
結
し
、
協
定
事
項
の
遵
守
の
確

認
の
た
め
定
例
協
議
を
完
成
ま
で

行
い
ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
見
直
し
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
守
る
会
の

目
的
が
無
く
な
っ
た
と
会
の
解
散

が
叫
ば
れ
ま
し
た
が
、
当
時
白
井

駅
周
辺
に
は
未
処
分
地
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
か
ら
と
、
会
の
目

的
と
人
心
を
一
新
し
て
活
動
を
再

開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
主
に
以
下
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

①
白
井
、
西
白
井
駅
付
近
の
立
体

駐
輪
場
建
設
に
際
し
て
、
白
井
市

へ
の
具
体
的
な
提
案
と
協
議
を
経

て
平
置
分
散
配
置
を
求
め
ま
し
た
。

②
白
井
駅
北
側
の
家
電
量
販
店
の

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を

　「
白
井
駅
前
広
場
を
守
る
会（
以

下
、
守
る
会
）」
は
、
白
井
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
、
安

心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
、
身
近
な
課
題
の
解
決

に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
長
年
に

わ
た
り
夏
祭
り
や
青
空
祭
り
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
利
用

さ
れ
て
い
た
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
事
業
の
未
処
分
地
で
あ
っ
た
白

井
駅
前
の
空
地
（
広
場
）
に
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
者
が
定
め
た

土
地
利
用
計
画
は
、
公
益
的
施
設

用
地
の
中
の
セ
ン
タ
ー
施
設
用
地

で
、
中
高
層
住
宅
建
設
は
可
能
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
公
共
の
用
に

供
す
る
利
用
と
す
べ
き
と
の
考
え

か
ら
、
平
成
19
年
6
月
に
見
直
し

を
求
め
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
局
、
建
設
は
認
可
さ
れ
ま
し

射
線
量
測
定
体
験
を
実
施
し
、
放

射
線
量
の
経
過
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
守
る
会
は
白
井
駅
圏
15

自
治
会
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
む
つ
み

会
と
共
に
駅
前
駐
車
場
の
存
続
に

向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
が

集
ま
る
白
井
駅
周
辺
が
安
心
・
安

全
な
街
並
み
に
な
っ
て
欲
し
い
と

の
思
い
で
、
身
近
な
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

時
々
皆
で
楽
し
い
懇
親
会
も
開
い

て
い
ま
す
。

　
会
員
は
20
名
、
年
会
費
は
1
口

5
0
0
円
、
毎
月
定
例
集
会
（
意

見
交
換
会
）
を
開
い
て
い
ま
す
の

で
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

連
絡
先
　
柏
木
雅
浩
☎
0
9
0

（
2
6
2
4
）
8
6
8
8
・

k
a

sh
i.o@
v
iola.ocn

.n
e.jp

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

出
店
に
際
し
て
、
住
民
説
明
会
の

開
催
や
工
事
協
定
の
締
結
お
よ
び

協
定
の
遵
守
活
動
、
環
境
保
全
確

認
書
の
締
結
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

③
白
井
駅
北
側
に
飲
食
店
の
誘
致

を
要
望
し
、
居
酒
屋
の
出
店
に
よ

り
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
出
店
に

つ
い
て
も
、
工
事
協
定
や
環
境
保

全
確
認
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

④
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
は
、

被
災
者
の
受
け
入
れ
や
援
助
物
資

の
集
積
な
ど
を
市
に
提
案
し
、
そ

れ
が
被
災
者
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
受
け
入
れ
や
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
援
助
物
資
の
受
け

付
け
と
な
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

⑤
駅
前
歩
道
に
お
け
る
高
放
射
線

箇
所
や
通
行
危
険
箇
所
、
ビ
ル
風

被
害
に
つ
い
て
は
市
に
連
絡
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑥
夏
祭
り
で
は
、
駅
前
歩
道
で
放

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑧

駅前歩道で放射線量測定

白
井
駅
前
広
場
を
守
る
会

健康は住んでいる地元で

大松シニア健康体操教室
　大松地区に住んでいる60
歳以上の人を対象に、6月11
日から1年間の予定で運動ト
レーナーを招いた「健康体操
教室」が地区集会所で毎週開
催され、現在42名が参加し活
動をしています。
　主催者は、同じ地区に住む
市民大学校の卒業生が中心と
なって2年前から活動をしている「高齢者サロンふれあい大松」のボラ
ンティアの人たちです。スタッフの皆さんは、「教室を通じて同じ地域
に住む人たちのつながりや絆が深められ、脳と身

から だ

体も元気な大松地区に
なってほしい」と願っていました。

昭和50年代にタイムスリップ
　谷田在住で写真家の神保君
雄さんが、6月中旬市内のギャ
ラリーで写真展「昭和50年代白
井・あのころの村」を開催しま
した。
　写真展では、神保さんが地元
の谷田で撮りためていた「茅

かやぶき

葺
屋根の家」「田んぼで遊ぶ子供
達」「稲刈り」「念

ねんぶつこう

仏講」「お盆
や人寄せの年中行事」など味わ

い深いモノクロ写真約100点を展示。現在では見かけなくなった「日本
の原風景」がありました。
　神保さんは「一つずつの事物を丁寧に見届けていくような感じで写真
を撮り続け、気が付けばフィルム700本分にもなっていました。なぜこ
んなに撮ったのか不思議なくらいでしたが、今では自分にとって一番の
財産になっています」とのことでした。
　訪れた人たちは、写真に写っている知り合いや見覚えのある風景を見
つけるたびに、ひとときのタイムスリップを体験しました。

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
2
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
戦
な
き
六
十
余
年
草
茂
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
柳
沢
　
純

地
　
竹
林
の
静
寂
を
包
む
夏
の
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
染
谷
英
人

人
　
力
抜
く
姿
に
ひ
か
り
錦
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
齊
藤
眞
一
郎

【
選
評
】　
天
　
戦
が
な
い
六
十
余
年
の
希け

う有
な
喜
び
を
、
平

淡
な
草
茂
る
と
結
ん
だ
の
が
良
い
。
地
　
夏
の
霧
が
竹
林
の

持
つ
神
秘
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
人

　
力
抜
く
の
表
現
に
鯉
の

泳
ぐ
優
美
な
姿
が
あ
る
。

　
　
ふ
る
里
の
絆
を
む
す
ぶ
あ
や
め
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
立
　
　
宇
賀
菊
里

そ
こ
こ
こ
の
草
木
よ
ろ
こ
ぶ
迎
え
梅
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
小
澤
喜
美
子

直
島
の
白
砂
眩
ゆ
し
青
葉
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
片
野
美
耶
子

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
止
ま
る
溽
じ
ょ
く
し
ょ
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
清
水
治
夫

ト
マ
ト
二
本
植
え
た
り
わ
れ
の
畑
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
関
根
千
浪

牡ぼ
う
た
ん丹
の
燃
へ
立
つ
緋あ

か

の
命
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
福
加
あ
け
み

多
少
と
も
軽
き
団
扇
を
買
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
福
加
博
之

六
千
尺
リ
ギ
山
頂
で
踵
か
か
と

上
げ

ア
イ
ガ
ー
、
ユ
ン
グ
と
背
比
べ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　  

新
納
瑞
穗

【
選
評
】　
千
八
百
メ
ー
ト
ル
（
六
千
尺
）
の
山
頂
か
ら
、

四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
と
背
比
べ
す
る
と
い
う
の
が
面
白

い
。
雄
大
な
景
色
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

梅
雨
ば
れ
の
す
が
し
き
朝
に
物
干
し
て

迎
う
る
八や

そ

じ
十
路
に
気
概
湧
き
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
印
南
満
子

老
い
初
む
る
二
人
で
い
て
も
寂
し
く
て

一
人
に
な
れ
ば
ど
ん
な
寂
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
名
越
た
て
み

隅
田
川
に
沿
ふ
柵
の
上
カ
モ
メ
ら
は

海
を
恋
ふ
か
に
川
下
を
見
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
望
月
玲
子

ア
ル
バ
ム
を
繰く

り
て
年
齢
ま
き
も
ど
し

亡
き
夫つ

ま

思
い
こ
こ
ろ
遊
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
米
井
詩
織

神保君雄さんとあのころの写真

足を上げて健康アップ


